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ゲノムからみた病原細菌の姿
～細菌はなぜ病気を起こすのか～

清水　徹 筑波大学基礎医学系出展責任者
所 属

感染症は微生物が私たちの体内に侵入

することによって引き起こされます。微生

物とは顕微鏡でないと見えないような小

さな生物の総称で、その代表が細菌と呼

ばれる単細胞生物です。私たちの周りに

は数多くの細菌が存在し、地球全体では

何万あるいは何百万種類ともいわれます

が、感染症をひき起こすのは一握りで、そ

ういった細菌を病原細菌と呼びます。一

握りといっても、人に病気を起こす病原

細菌は１００種類をゆうに越え、その各々

が特有の感染症を起こします。では、どう

して特定の細菌だけが病気を起こす能

力を持っているのでしょうか？実は、細菌

の病気を起こす能力やその病気のタイ

プは、各々の細菌がどのような病原遺伝

子（病気を起こすために必要な遺伝子）

を持っているかによって決まるのです。し

たがって、全ゲノムを解読すれば、その細

菌の全ての病原遺伝子を見つけだすこ

とができ、それらの機能を調べれば、病気

を起こすメカニズムを知ることができるは

ずです。このゲノムひろばでは、私たちが

全ゲノムを解読した３種類の病原細菌、

病原性大腸菌O157・ウエルシュ菌・腸

炎ビブリオをとりあげ、各菌の特徴や病

気を起こすメカニズムなどを紹介します。

病原性大腸菌0157誕生のメカニズム ウエルシュ菌の病原遺伝子
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ゲノム基礎研究に主軸をおく文部科学省科学研究費の研究

プロジェクト。ミレニアムプロジェクトの一環として2000年から5

年計画で開始しました。4領域の構成は、多細胞生物の遺伝

子システムとその進化の解明をめざす「統合ゲノム」（代表：国

立遺伝研・小原雄治）、疾患遺伝子研究を推進し病態の分

子レベルのメカニズム研究を進める「ゲノム医科学」（代表：東

大医科研・菅野純夫）、微生物を中心に細胞という階層での

遺伝子システム解明に挑む「ゲノム生物学」（代表：奈良先端

大・小笠原直毅）、ゲノム情報解析技術とその基礎理論の開

発研究を進めるとともに関連分野からの人材流入促進の受

皿を目指す「ゲノム情報科学」（代表：東大医科研・高木利久）

です。

全国の大学・研究機関から約300の研究室が参加しています。

ゲノム4領域代表者
「統合ゲノム」代表

小原雄治（国立遺伝学研究所生物遺伝資源情報総合センター・教授）

「ゲノム医科学」代表
菅野純夫（東京大学医科学研究所・助教授）

「ゲノム生物学」代表
小笠原直毅（奈良先端科学大学院大学バイオサイエンス研究科・教授）

「ゲノム情報科学」代表
高木利久（東京大学医科学研究所・教授）

ゲノム4領域「社会との接点委員会」委員長
吉川寛（JT生命誌研究館・顧問）

ゲノム4領域「広報委員会」委員長
高木利久（東京大学医科学研究所・教授）

ゲノム4領域「ゲノムひろば」担当
東京：美宅成樹（東京農工大学工学部・教授）

福岡：久原哲（九州大学大学院農学研究院・教授）

京都：小笠原直毅（奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科・教授）

総合：加藤和人（京都大学人文科学研究所・助教授）

特 定 領 域 研 究 ゲ ノ ム ４ 領 域 「 ゲ ノ ム ひ ろ ば 」 開 催 関 係 者

11/22（金）～23（祝） 
ぱるるプラザ京都  
（ＪＲ京都駅前） 

京都 11/16（土）～17（日） 
エルガーラ 
（天神） 
 

福岡 東京 11/9（土）～10（日） 日本科学未来館 
（お台場） 
 

全国の研究現場から最新成果が集う 

「ゲノム研究勢ぞろい」  
ゲノムって何？に答えるコーナー 

「そもそもゲノム」  
ゲノムと時代を語るトークセッション 

「ゲノム談義」 
11月9日（土）14：00～16：00 
佐倉 統（東京大学大学院助教授） 
谷村志穂（作家） 
小原雄治（国立遺伝学研究所教授） 
美宅成樹（東京農工大学教授） 
加藤和人（京都大学人文科学研究所助教授）  
研究最前線を伝える 

「ゲノムセミナー」 
11月10日（日）13：30～15:30 
 講
演 

研
究
報
告 

「宇宙とゲノム」  
松井孝典（東京大学大学院教授） 
 

「ゲノム研究の歴史」   
松原謙一（奈良先端科学技術大学院大学客員教授） 

「免疫応答および自己免疫疾患のゲノム解析」   
笹月健彦（国立国際医療センター研究所所長） 

「コンピュータを使ってゲノムから生命を理解する」   
高木利久（東京大学医科学研究所教授） 

講
演 

研
究
報
告 

「21世紀の社会とゲノム研究」  
 村上陽一郎（国際基督教大学大学院教授） 
 

「ゲノム研究の歴史」   
吉川 寛（JT生命誌研究館顧問） 

「健康とゲノム～病気にかからないように」   
門脇 孝（東京大学大学院医学系研究科助教授） 

「ゲノム後の発生生物学 
～遺伝子ネットワークが生み出す位置情報」   
近藤 滋（理化学研究所発生再生科学総合研究センター・チームリーダー） 

講
演 

研
究
報
告 

「生命誌とゲノム」  
中村桂子（JT生命誌研究館館長） 
 

「脊椎動物ってなに？～ゲノムから覗いてみると」   
佐藤矩行（京都大学大学院理学研究科教授） 

「ゲノム研究の歴史」   
吉川 寛（JT生命誌研究館顧問） 

「生活習慣病とゲノム医学」   
三木哲郎（愛媛大学医学部教授） 
 

全国の研究現場から最新成果が集う 

「ゲノム研究勢ぞろい」  
ゲノムって何？に答えるコーナー 

「そもそもゲノム」  
ゲノムと時代を語るトークセッション 

「ゲノム談義」 
11月16日（土）14：00～16：00 
瀬名秀明（作家） 
青野由利（毎日新聞科学環境部編集委員） 
久原 哲（九州大学大学院教授） 
服巻保幸（九州大学生体防御医学研究所教授） 
加藤和人（京都大学人文科学研究所助教授）  
研究最前線を伝える 

「ゲノムセミナー」 
11月17日（日）13：30～15:30 
 

 

全国の研究現場から最新成果が集う 

「ゲノム研究勢ぞろい」  
ゲノムって何？に答えるコーナー 

「そもそもゲノム」  
研究最前線を伝える 

「ゲノムセミナー」 
11月22日（金）13：30～15:30 
 

 
 

                    

 

 

  
 

ゲノムと時代を語るトークセッション 

「ゲノム談義」 
11月23日（土・祝）14：00～16：00 
高田公理（武庫川女子大学教授） 
河原ノリエ（ジャーナリスト） 
小笠原直毅（奈良先端科学技術大学院大学教授） 
菅野純夫（東京大学医科学研究所助教授） 
加藤和人（京都大学人文科学研究所助教授） 
 

 

「ゲノムひろば」開催情報

病気に迫るゲノム医科学

Memo


